
現在フォノンからズノーというブランド名でワイドコン

バーターが発売されているが、これは半世紀ほど前にF1.1

という非常に明るいレンズや現在の一眼レフカメラの原型

ともいえる画期的なカメラ「Zunow」のブランドだという。

現在でもビンテージカメラマニアから幻のカメラといわれ

ているZunowのルーツについて、当時のズノーの社長のご

子息エース光学代表取締役鈴木健男氏からお話をおうかが

いした。

・ズノーのルーツ

一般には「頭脳」からとったといわれていますが、そこ

に行き着く前の話として、先代の社長（鈴木作太）がいう

には、戦国時代の武将に畑（六郎左衛門）時能という人が

おり、自分はその末裔だ。その「時能＝ジノー」から「頭

脳＝ズノー」を発想したということです。畑時能の本当の

読みは「はたときよし」っていうんですけどね。

当時は帝國光学工業研究所という名前の会社で、戦前か

らレンズを作っていたんですが、戦時中日本海軍から爆撃

照準器用の明るいレンズの開発の依頼があり、開発したの

が始まりです。当時F2.0が一般的に使われていたレンズで、

光学機器では最先端であったドイツでさえF1.4が限界だっ

たのをF1.2という大変明るいレンズを開発したのですが、

残念ながら戦災で工場が焼けてしまいました。戦後になっ

てそのときの技術を元に開発したのが、F1.1のズノーブラ

ンドのレンズです。

最初にズノーブランドとして発売したのは1950年に開発

した35mmカメラ用の50㎜F1.1標準レンズ、その後100㎜F２、

35㎜F1.7を開発しました。このころは、ライカ、ニコン、

コンタックスマウントのレンズでした。

当時世界一明るいレンズということで、朝日や毎日新聞、

ニューヨークタイムズのほか、業界紙やカメラ雑誌などで

取り上げられました。また、まだテレビがほとんど普及し

ていない時代でしたので、ニュース映画などにも紹介され

ましたね。

また、記事として各新聞社がズノーのレンズを使って花

火や夜景などを撮影したものを掲載したことから、他のメ

ーカーからも明るいレンズが発売されるようになり、ブー

ムとなりました。

こうしてズノーのレンズとしての定評ができあがり、シ

ネ用レンズの開発が依頼されるようになりました。最初に

開発したのはミッチェル用の５㎝F1.1のレンズで、その後、

シネ用のレンズとして８ミリや16ミリカメラ用のレンズを

各カメラメーカーに提供するようになりました。当時のシ

ネカメラは単焦点のレンズをターレットで切り替えて使う

もので、標準、広角、望遠と通常３本がセットされていま

した。８ミリだと標準13㎜のほか6.5㎜、38㎜の３本という

ことになります。生産が追いつかないほどで工場はフル稼

働していました。

・ズノーブランドのカメラ誕生

スチール用、シネ用ともに他社のカメラに装着するレン

ズを作ってきたわけですが、F1.1という明るいレンズで業

界でもそれなりの知名度ができ、つぎはカメラ本体という

ことで、開発がはじまりました。

まだ、一眼レフが珍しい時代でしたが、同じやるなら最

先端の技術を取り入れたカメラをということで、自動絞り、

クイックリターン、シャッター無段階といった、海外のメ

ーカーを含めまだほとんど取り入れていない新技術と斬新

なデザインということで、カメラのデザインをGKデザイン

という工業デザインをするところに依頼しました。

1 ビデオα

お話をお伺いしたエース光学代表取締役　鈴木健男氏

ズノーブランドとして発売した35㎜カメラ用の50㎜F1.1標準レン
ズを装着したライカ
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現在ではカメラなどの工業製品を専門のデザイナーがデ

ザインするということは一般的になっていますが、当時は

非常に珍しく、東京芸術大学でも工業デザイン課ができた

ばかりでした。GKデザインというのは、この芸術大学・工

業デザイン課を卒業した若者たちが作った会社で、同級生

がGKにいたことから実現したものなんです。

パッケージ、DM、カタログ、ケースからすべてをデザ

インしてもらいましたから、いまでいうところのCIという

ことになるんでしょうね。これを期に「Zunow」のロゴも

新しくなり、いままでまちまちだったロゴの使い方も統一

されました。

こうして1958年にズノーブランドの一眼レフカメラがで

きあがるのですが、部品関係のほとんどを外注にだしてお

り、組み立てだけをやっていたということもあり、歩留ま

りが非常に悪く故障も多かった。実際に売れたのは200台ほ

どだったと思います。

さらに悪いことに８ミリシネカメラ用のレンズを納めて

いたアルコとネオカというメーカーが倒産してしまい資金

繰りが急速に悪化してしまいました。傘下に入れば資金提

供しても良いというありがたいお話もあったんですが、そ

れでは会社としての独自性が保てないという考えから1961

年に会社をたたんでしまいました。

・ズノーからエースへ

こうしたいきさつからズノーという会社はなくなってし

まうのですが、８ミリシネカメラ用３倍ズームをエルモに

供給する予定で開発を進めていた最中のことだったので、

エルモさんから会社を復活させてはどうかという話をいた

だき、私のほうとエルモさんとで50/50でお金を出し合って

同じ年の1961年にエース光学という会社を作りました。

会社をたたんで間がなかったことと社員に新しいエース

という会社にプライドをもって仕事をしてもらいたいとい
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ズノーレンズを使って撮影された両国の花火の新聞記事人の目より明るいレンズとして各新聞に掲載
され話題になった

GKデザインはカメラだけでなくDMやパンフレット
などすべてのデザインを担当した
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うポリシーからズノーブランドは引き継ぎませんでした。

過去のブランドにとらわれることなく新しい発想で開発を

していこうという気持ちがありましたから。

当然はじめは８ミリや16ミリシネカメラ用のレンズを作

っていましたが、1980年にファクシミリ用のレンズを、そ

の後1982年にコダックが発売したディスクカメラ用のコン

バータレンズやイメージスキャナー用レンズ、プロジェク

ター用投射レンズなどを開発し、現在に至っています。

・コンバーターを装着すると性能が向上する

よくコンバーターを付けると画質が悪くなるといわます

が、私にいわせればこれは伝説ですね。装着するレンズの

設計データがあれば、コンバーターを含めたひとつのレン

ズ系として設計できますから、トータルでは良くすること

が可能なんです。当社では民生用や業務用ビデオのコンバ

ーターレンズもOEMとして設計・製作していますが、設計

データを提供していただける場合は、非常に性能の良いも

のができています。

マスターとなるレンズの設計データがない場合は、理想

レンズにコンバーターを装着するというスタンスで設計し

ますから、当たりはずれが多くなります。悪い部分が重な

ってしまうと極端に画質が落ちるということになりかねま

せん。こうしたことが、コンバーターを付けると画質が悪

くなるという悪しき伝説の元なんでしょうね。

・ズノーブランドの復活

フォノンさんからワイドコンバーターの開発・製造とと

もにズノーブランド復活のお話がありましたが、さすがに

半世紀を過ぎていますので、ズノーのことを知る人たちも

ほとんどいないでしょうから、過去のブランドにとらわれ

ることなく開発できると思い、封印をときました。

帝國光学からズノーそしてエース光学へと会社名は変わ

りましたが、常に新しいことに挑戦していくというマイン

ドは変わりありません。そうした意味でズノーというブラ

ンドの元に新たな挑戦をフォノンさんとしていきたいと思

います。

3 ビデオα

上はズノーブランドが誕生して
まもなくのロゴ、右はGKデザ
インにより改良されたロゴ。フ
ォノンのワイドコンバーターに
は新しいロゴが使われている

右:ズノーレンズを装着したカメラ
を構えてポーズをとる、エース光学
代表取締役　鈴木健男。左:鈴木社
長よりズノースピリッツを注入され
たエース光学技術部次長　関信男
氏。関氏の「頭脳」には新たなズノ
ーレンズの構想が詰まっている

シネレンズとして最初に
開発されたミッチェル用
５㎝F1.1のズノーレンズ。
右はそのレンズが収納さ
れていた桐箱上のラベル
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